
子どもの目の輝きが変わるフィールドワークを取り
入れた社会科の授業づくり講座

講 座 の 目 的 対象と定員

社会の変化に主体的に対応していく力を育むため、社会的

な見方や考え方を成長させる授業づくりについて研修を行い、
その識見と指導力の向上を図る。

１２名
（小１２名・特支）

期 日 研 修 内 容

平成３０年８月１６日（木）～１７日（金）

○問題解決的な学習を取り入れる授業づくり
○社会的事象を多面的・多角的に考える力を育む授業

づくり
○社会科の学習指導上の諸問題の解決に向けた取組 等

担当者からのメッセージ

社会科の授業をおもしろくするには、教師が自分の「足」で調べて、見て、
聞いて、質問して「ネタ」を掘り出すことが大切です。「ネタ」とは、子どもの
目の輝きが変わる素材です。アリの目線で、子どもの目線で、あるいは、
空を飛ぶ鳥の目線で、「ネタ」を見つけて教材化し、子どもの目の輝きが
変わるような楽しい社会科の授業を一緒につくっていきませんか。
アクティブ・ラーニングの視点に立って、実際に現地を見学し、取材した

データをもとに、楽しい授業プランをつくる充実した２日間です。社会科が
苦手と感じている方でも大歓迎です。申し込み、お待ちしております。
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「フィールドワーク」は社会科の生命線です！
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